
地
域
と
協
働
す
る
実
践
的
教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

□
　
は
じ
め
に

教
育
C
O
L
に
採
択
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
お

　
　
　
　
　
素
牽
－

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
〆
　
　
　
〆

　
今
、
大
学
の
あ
り
方
が
社
会
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
は
、

大
学
人
は
自
分
の
好
き
な
研
究
を
中
心
に
生
活
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
時
代
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
そ
れ
で
は
い
け
な
い
。

戦
後
の
大
学
が
大
衆
化
し
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る

が
、
大
学
が
果
た
す
社
会
的
役
割
が
鋭
く
問
わ
れ
、
学
問
研
究
を
社

会
に
い
か
に
還
元
す
る
の
か
と
い
う
社
会
的
価
値
が
国
民
の
目
に
わ

か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
納
得
さ
れ
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
た
。
特

に
国
民
の
税
金
で
成
り
立
っ
て
い
る
国
立
大
学
や
公
立
大
学
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
趨
勢
は
大
学
人
に
と
っ

森

透

福
井
大
学
・
教
育
地
域
科
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー

て
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
改
め

て
自
分
の
学
問
研
究
と
教
育
の
関
係
、
社
会
と
の
関
係
を
捉
え
な
お

す
機
会
と
な
る
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
う
。

　
私
の
所
属
す
る
教
員
養
成
の
学
部
で
も
社
会
か
ら
の
問
い
直
し
は

厳
し
い
。
と
り
わ
け
近
年
の
少
子
化
の
影
響
で
教
員
の
需
要
が
減
少

し
、
学
生
の
教
員
就
職
率
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
同
時
に
、

大
学
が
行
っ
て
き
た
今
ま
で
の
教
員
養
成
の
あ
り
方
で
よ
い
の
か
、

本
当
に
質
の
高
い
教
員
を
養
成
し
て
い
る
の
か
と
い
う
社
会
か
ら
の

目
も
厳
し
い
。
　
「
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
在
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
報
告
」
　
（
二
〇
〇
一
年
十
一
月
）
の
指
摘
の
中
に
は
、

あ
た
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
従
来
の
教
員
養
成
の
あ
り
方
に
つ
い

大学と教育　No．3905－2
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て
、
確
か
に
教
育
学
部
内
部
で
の
議
論
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
教
員
の
専
門
性
と
は
何
か
、
そ
の
専
門
性
を
育
て
る
た
め
に

は
学
部
と
し
て
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
戦
後
ず
っ
と
議
論
し
て
き
た
よ
う
に
思
う

が
、
し
か
し
、
教
職
科
目
や
教
科
専
門
の
担
当
者
の
連
携
は
必
ず
し

も
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
壁
が
高
か
っ
た
。
教
え
る
学
生
た

ち
は
基
本
的
に
教
員
に
な
る
と
い
う
現
実
を
大
学
人
は
共
有
す
る
こ

○
号
、
二
〇
〇
四
年
、
　
「
長
期
に
わ
た
る
総
合
学
習
実
践
の
分
析
」

方
法
学
研
究
』
第
二
五
巻
、

育
改
革
と
学
校
－
大
学
の
共
同
研
究
の
展
開
」

部
紀
要
』
第
五
五
号
、
一
九
九
九
年
●
大
学
で
の
子
ど
も
た
ち
と
学
生
と
の

共
同
探
究
活
動
は
、
学
部
四
年
間
と
大
学
院
を
通
し
て
培
う
実
践
的
な
力
量

形
成
そ
の
も
の
で
、
非
常
に
貴
重
な
体
験
活
動
で
す
。
全
国
の
教
員
養
成
系

学
部
や
大
学
、
さ
ら
に
は
私
立
大
学
で
も
可
能
な
形
で
構
想
・
実
践
さ
れ
れ

ば
、
大
学
と
学
校
現
場
が
日
常
的
に
連
携
す
る
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
の
成
長
、
学
生
の
成
長
、
さ
ら
に
は
私

た
ち
教
員
の
成
長
も
含
ん
だ
大
き
な
可
能
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

も
り
・
と
お
る
●
一
九
五
〇
年
、
東
京
都
生

ま
れ
●
専
門
は
教
育
学
・
教
育
相
談
・
教
育

実
践
史
●
主
な
著
書
、
論
文
に
（
共
著
）
『
教

室
の
中
の
気
が
か
り
な
子
』
朱
鷺
書
房
、
二

〇
〇
三
年
、
「
教
育
実
践
史
研
究
ノ
ー
ト
ω
」

　
『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
』
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
教
育

一
九
九
九
年
、
（
共
著
）
「
教
育
改
革
－
教
師
教

　
　
　
　
　
　
　
『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学

と
が
不
十
分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
そ
れ
ぞ
れ
の
土
俵
で
教
え
て

い
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
狭
い
判
断
が
あ
っ
た
。
戦
前
の
師
範
学
校
に

戻
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
反
対
で
あ
る
が
、
戦
後
の
教
員
養
成
学
部
が

教
師
の
専
門
性
、
専
門
職
性
の
議
論
を
前
面
に
す
え
て
議
論
し
て
き

た
か
ど
う
か
は
、
今
現
在
改
め
て
間
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
教
員
養

成
の
閉
鎖
制
は
も
ち
ろ
ん
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
教
員
養
成

学
部
と
し
て
の
独
自
性
、
専
門
性
に
つ
い
て
、
今
こ
そ
改
め
て
議
論

さ
れ
学
部
全
体
の
改
革
・
改
造
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、
財
政
構
造
改

革
の
現
在
、
教
員
養
成
学
部
不
要
論
が
登
場
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
福
井
大
学
で
は
、
三
つ
の
教
授
会
見
解
を
出
し
て
い
る
。

第
一
に
、
　
「
地
域
の
教
育
改
革
を
支
え
る
教
育
系
学
部
・
大
学
院
に

お
け
る
教
師
教
育
の
あ
り
方
」
　
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
四
日
）
、
第
二

に
「
地
域
に
根
ざ
し
開
か
れ
た
教
育
・
学
術
・
研
究
の
拠
点
と
し
て

の
教
育
地
域
科
学
部
の
あ
り
方
」
　
（
二
〇
〇
二
年
十
月
五
日
）
、
第
三

に
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
教
師
教
育
改
革
の
デ
ザ
イ
ン
」

（
二
〇
〇
三
年
三
月
十
五
日
）
の
三
つ
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
三

つ
の
教
授
会
見
解
の
立
場
か
ら
、
戦
後
の
教
員
養
成
の
あ
り
方
を
問

い
直
し
、
実
践
的
な
教
員
養
成
の
あ
り
方
を
構
想
し
実
践
し
て
き
た
。

今
回
文
部
科
学
省
に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
域
と
協
働
す

る
実
践
的
教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
と
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探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
ー
」
は
、
こ
こ
十
年
間
ほ
ど
の
蓄
積

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
を
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ
派
遣
す
る
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

と
、
学
生
が
一
年
の
入
学
時
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
継
続
的

に
長
期
に
わ
た
っ
て
総
合
学
習
を
展
開
す
る
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
二
つ
の
取
り
く
み
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

学
生
た
ち
は
教
師
に
向
け
て
の
意
欲
を
高
め
、
様
々
な
学
び
を
し
て

き
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
を
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
教
員
養
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
一
つ
の
提
言

を
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

□

地
域
と
協
働
す
る

実
践
的
教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像

　
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
度
の
文
部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る
大

学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
　
（
C
O
L
）
に
採
択
さ
れ
た
福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
地
域
と
協
働
す
る
実
践

的
教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
と
探
求
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
ー
」
で
あ
る
。
全
国
の
国
公
私
立
大
学
六
百

六
十
四
件
の
応
募
で
、
採
択
は
八
十
件
で
あ
っ
た
。

　
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」
は
福
井
市
教
育

委
員
会
と
協
働
し
て
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
度
か
ら
始
ま
り
、
二

学部教育段階における地域と一体化した教員養成

　　　　　　　　　　（地域と連携した教育実践研究の充実）

研究協力＿一，一　，醸liilliill…撫、桑1…　・1………1！壁翻霧嶽　駕簿校

校

蕪雛癒織麟懸蟻織簸鰹驚懸

欝毒難灘纒慧難灘鐙雛綴難
鐡繍鰻騰叢灘灘離髄　　　掌蔀数欝轟蕪隅『’

翼桜懸絵鯉羅撮繊謡議縁熈撃　繊

教簿餐員会との達携
察業不登校・A瓦）蟹）等

に対する援助活動1家

庭へ・適応指導教塞

へ・学校の相談墜へ

　，．藷

一般σ：

繍
研究協力

教育実習 難騰畿講鐵㈱嚢

戴糞雛懸謹懸

難1
　　　　　　　3隼購の．盤

鰍顯業総，…、…， 糞
搬霧讐難鍵鑓

燕鍛雛蕪簸霧鷺難

羅
螺
蒙
灘
妻
欝
繋
蒙

3学馨

研．

鑛
難
雛
　
懸
雛
灘
難
嚢

難
麟
　
　
製
一
驚
蟻
圏

弱く　　’

鷺
墨
潔
　
藝
餐
　
菱
講
譲

フレン解シッフ麟難
大攣に集った毘麗を

苅象に学生と教顛に
よる1隼醐にわたる総

轟挙謬活翰

　聡
　　　　　　藪　　　雛
灘　，蝿
　　　『　　‘　　一

騰醸4奪懸一貫した数禽輿習・

購鱗掌較の数賓には常鱒
夢鱗するシ議テム

　＾＝＝隔

ズ’嚢…灘
盤　　　，．凄

　　　　導

羅
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○
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
度
で
は
福
井
県
内
の
七
市
町
に
拡
大
し
、

福
井
県
全
体
の
不
登
校
児
八
百
二
十
五
名
の
約
四
分
の
一
（
二
百
二

十
二
名
）
と
福
井
大
学
生
（
百
三
十
名
）
が
か
か
わ
る
ま
で
に
発
展

し
て
き
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
地
域
の
小
学

生
と
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
総
合
学
習
を
進
め
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
か
ら
始
ま
り
、

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
度
は
小
学
生
中
心
で
二
百
五
十
名
、
学

生
は
百
三
十
名
が
参
加
し
て
、
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
八
ヶ
月
問

継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
教
員
養
成
の
た
め
に
四
年
間
を

通
し
て
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
教
育
実
践
研
究
、
大
学
教
員
が
小
中

学
校
に
で
か
け
、
学
校
の
課
題
を
取
り
上
げ
る
大
学
院
学
校
改
革
実

践
研
究
コ
ー
ス
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
群
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
な
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
員
養
成
で
は
な
い
二
つ
の
課
程

（
地
域
文
化
課
程
と
地
域
社
会
課
程
）
で
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

児
童
館
で
の
活
動
、
行
政
評
価
へ
の
参
加
等
と
も
連
動
し
、
学
部
全

体
と
し
て
の
地
域
で
の
協
働
並
び
に
学
生
の
実
践
的
力
量
形
成
へ
の

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

（1）

ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
i
事
業

　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
続
け
、
適
応
指
導
教
室
を
開
設

し
て
も
な
か
な
か
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
実
態
に
、
先

生
方
が
戸
惑
い
悩
み
続
け
る
と
い
う
現
実
と
向
き
合
っ
た
と
き
に
、

福
井
大
学
と
教
育
の
現
場
が
共
に
連
携
し
て
始
め
た
の
が
ラ
イ
フ
パ

ー
ト
ナ
ー
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
を

学
校
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
教
師
と
違
う
若
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
の
学
生
と
一
緒
に
語
ら
い
、
遊
び
、
時
に
は
勉
強
を
す
る
中
で
、

自
分
へ
の
自
信
と
自
己
肯
定
感
を
増
し
、
協
同
す
る
こ
と
の
喜
び
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
学
校
に
戻
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
基
本
は
、
そ
の
子
ど
も
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
学
生
が
い
る
と
い
う
安
心
感
を
子
ど
も
た
ち
が
持
っ

て
く
れ
れ
ば
と
願
い
実
践
し
て
い
る
。

　
大
学
の
授
業
で
は
「
学
校
教
育
相
談
研
究
」
と
い
う
必
修
授
業
（
半

期
二
単
位
で
前
期
後
期
必
修
）
で
百
名
以
上
の
学
生
が
受
講
し
て
い

る
。
学
生
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
た
内
容
を
記
録
と
し
て
残

し
、
大
学
の
授
業
の
中
で
事
例
研
究
と
し
て
報
告
す
る
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
を
前
提
と
し
つ
つ
、
他
の
学
生
や
大
学
教
員
、
そ
れ
に

こ
の
授
業
に
協
働
参
加
し
て
い
る
教
育
委
員
会
や
適
応
指
導
教
室
の

先
生
方
も
一
緒
に
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
っ
て
い
る
。
不
登
校
の
子
ど
も
が
担
任
教
師
に
は
言
え
な
い
こ
と
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鷺鵜談藩擁蚕五巫鞠鰻

を
学
生
に
そ
っ
と
話
す
。
学
生
は
子
ど
も
と
学
校
の
板
ば
さ
み
で
悩

む
。
そ
の
相
談
を
大
学
の
授
業
で
行
う
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

通
し
て
み
ん
な
で
考
え
あ
う
。
子
ど
も
の
思
い
も
わ
か
る
し
、
な
ん

と
か
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
担
任
の
思
い
も
わ
か
る
。
で
も
、
ど

こ
か
で
か
み
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
少
し
ず
つ
理
解
さ
れ
て
く
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
、
先
生
に
は
こ
の
よ
う
に
伝

え
た
ら
、
な
ど
、
子
ど
も
の
思
い
を
基
本
に
据
え
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
問
題
の
解
決
に
向
け
て
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
不
登
校
に
関
す
る
講
義
も
組
み
込
み
な

が
ら
、
学
生
た
ち
は
一
年
間
の
授
業
に
参
加
し
て
い
る
。
学
生
の
中

に
は
、
二
年
目
も
受
講
し
て
い
る
学
生
も
い
た
り
、
大
学
院
生
も
サ

ポ
ー
ト
役
で
参
加
し
て
い
る
。
経
験
者
の
学
生
た
ち
は
初
め
て
参
加

し
た
学
生
に
自
分
の
経
験
談
を
話
し
た
り
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ

の
授
業
そ
の
も
の
が
学
生
同
士
の
世
代
継
承
の
サ
イ
ク
ル
を
持
っ
て

い
る
。

　
不
登
校
児
の
保
護
者
か
ら
は
活
動
終
了
後
も
活
動
を
継
続
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
多
く
、
家
庭
教
師
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
学
生
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
。
又
学
校
の
相
談
室
で
は
ラ
イ

フ
パ
ー
ト
ナ
ー
が
訪
問
す
る
日
だ
け
、
登
校
す
る
生
徒
も
お
り
、
ラ

イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
は
相
談
室
運
営
上
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
る
。
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（2）

探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
土
曜
日
の
朝
八
時
過
ぎ
、
教
育
地
域
科
学
部
に
は
地
域
の
小
学
生

を
中
心
に
三
百
名
近
く
が
集
ま
る
。
ロ
ビ
ー
や
活
動
場
所
で
待
っ
て

い
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
子
ど
も
た
ち
の
語
ら
う
声
で
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
は
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
子
ど
も
た
ち
は
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
八
ヶ
月
間
、
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
自
ら
が
選
ん
だ
テ
ー

マ
で
共
同
の
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
。
第
一
サ

イ
ク
ル
（
五
－
七
月
）
、
第
ニ
サ
イ
ク
ル
（
八
i
九
月
）
、
第
三
サ
イ
ク

ル
（
十
－
十
二
月
）
の
三
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
し
な
が
ら
、
発
展

的
な
学
び
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
く
。
第
四
サ
イ
ク
ル
（
十
二

ー
三
月
）
は
八
ヶ
月
間
の
ま
と
め
の
サ
イ
ク
ル
で
、
報
告
書
作
り
や

三
月
に
行
う
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
他
大
学
の
学
生
や
教
師
た
ち
と

共
同
で
学
び
あ
う
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
一
年
か
け
て
熱
気
球
や
モ
デ
ル
バ
ル
ー
ン
づ
く
り
に
取
り
組
む
気

球
ブ
ロ
ッ
ク
、
人
形
劇
を
創
作
し
長
野
県
飯
田
市
の
世
界
人
形
劇
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
人
形
劇
ブ
ロ
ッ
ク
、
毎
回
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
料
理
や
紙
す
き
に
取
り
組
む
も
ぐ
も
ぐ
ブ
ロ
ッ
ク
と
紙
す
き

ブ
ロ
ッ
ク
、
調
査
探
検
を
企
画
し
実
行
す
る
歴
史
探
検
ブ
ロ
ッ
ク
と

野
外
活
動
の
デ
コ
ボ
コ
冒
険
ブ
ロ
ッ
ク
、
附
属
養
護
学
校
を
会
場
に

障
害
児
と
活
動
を
共
に
す
る
「
ふ
れ
あ
い
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
」
　
（
F

探求ネットワークの1年間の活動展開

L蜘麟蝶羅」．
鍵
…
－

藩
機

磁
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F
C
）
の
七
ブ
ロ
ッ
ク
が
柱
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
四
年
度
は
デ
コ
ボ

コ
冒
険
ブ
ロ
ッ
ク
が
大
所
帯
と
な
っ
た
た
め
、
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ
工
房
、

そ
れ
い
け
”
探
検
隊
）
に
分
れ
、
探
求
全
体
で
は
九
ブ
ロ
ッ
ク
と
な

っ
た
。

　
学
生
ス
タ
ッ
フ
百
余
名
は
毎
週
水
曜
日
の
夜
、
全
体
会
議
を
持
ち
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
紹
介
、
　
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
全
体
の
企
画

運
営
、
係
会
議
（
運
営
・
「
わ
ー
い
」
・
会
計
・
広
報
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
な
ど
を
行
い
、
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
活
動
へ
の
サ
イ

ク
ル
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。
年
度
末
の
第
四
サ
イ
ク
ル
で
は
、
報

告
書
を
つ
く
り
他
大
学
と
の
交
流
会
で
あ
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

（
三
月
）
を
準
備
す
る
。
二
〇
〇
四
年
度
で
十
年
目
と
な
る
「
探
求

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
小
学
生
の
時
か
ら
連
続
し
て
参
加
し
て
い
る

大
学
生
・
高
校
生
が
学
生
ス
タ
ッ
フ
以
上
の
経
験
と
熱
意
で
活
動
を

支
え
て
い
て
く
れ
て
い
る
。
経
験
者
の
子
ど
も
が
新
し
い
子
ど
も
を

支
え
る
子
供
同
士
の
世
代
継
承
の
サ
イ
ク
ル
も
し
っ
か
り
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

□
　
本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
目
的
と
大
学
と
し
て
の
位
置
づ
け

今
回
文
部
科
学
省
の
C
O
L
に
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
企
画
理
由

の
基
本
は
、
地
域
の
必
要
性
に
応
え
る
学
生
の
教
師
と
し
て
の
実
践

的
力
量
形
成
で
あ
る
。
現
在
、
地
方
の
教
員
養
成
学
部
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
大
学
が
地
域
と
共
生
し
て
地
域

貢
献
し
つ
つ
、
教
師
の
力
量
形
成
を
促
す
こ
と
の
で
き
る
取
り
組
み

を
開
発
し
、
そ
れ
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
が
地
方
国
立
大
学
の
使
命

だ
と
考
え
て
い
る
。
本
学
部
で
は
、
地
域
で
の
活
動
を
基
盤
に
実
践

と
省
察
の
サ
イ
ク
ル
を
長
期
に
わ
た
っ
て
重
ね
、
実
践
的
な
探
究
活

動
を
軸
と
し
て
実
践
と
研
究
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
そ
の
中
核
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
二
十
一
世
紀
の
教
育
改
革
の
中
で
、
新
し
い
教
育
を
担
う
教
師
の

新
し
い
力
量
形
成
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
部
の
役

割
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と

な
る
共
同
探
求
の
学
び
を
中
心
と
す
る
学
校
改
革
の
道
筋
を
提
起

し
、
実
例
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
担
う
教
師
の
力
量
形
成
を
支
え
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
時
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
も
あ

る
。
以
下
の
六
つ
の
特
色
が
あ
る
。

　
①
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
歩
む
。
問
題
を
抱
え
た
子
ど
も

　
　
た
ち
一
人
一
人
に
ふ
れ
あ
い
、
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
子
ど

　
　
も
た
ち
の
共
同
探
求
を
支
え
る
活
動
を
積
み
重
ね
る
。

　
②
地
域
と
協
働
し
て
授
業
を
展
開
す
る
。
授
業
に
は
教
育
委
員
会

　
　
職
員
・
現
職
教
員
等
が
参
加
す
る
。
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
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ン
ト
と
し
て
経
験
者
の
大
学
院
生
も
参
加
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
）

③
実
践
し
省
察
し
実
践
す
る
サ
イ
ク
ル
を
重
ね
る
。
ス
タ
ッ
フ
は

　
毎
回
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
活
動
を
計
画
す
る
。
活
動
記

　
録
は
毎
週
整
理
さ
れ
、
通
信
で
全
員
に
返
さ
れ
る
。
年
度
末
に

　
は
活
動
全
体
の
振
り
返
り
が
な
さ
れ
、
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ

　
る
。

④
共
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
運
営
し
つ
く
る
。
活
動
の
運
営
、

　
通
信
、
広
報
、
会
計
な
ど
の
役
割
を
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
分
担
し
、

　
毎
週
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
、
そ
れ

　
ぞ
れ
の
経
験
を
生
か
し
て
活
動
す
る
た
め
に
、
学
生
メ
ン
バ
ー

　
は
自
治
的
な
活
動
や
組
織
運
営
の
力
を
培
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

⑤
学
部
・
大
学
院
を
通
し
た
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
有
機
的

　
な
連
関
。
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
部
全
体
の
カ
リ
キ
ュ

　
ラ
ム
の
コ
ア
に
位
置
付
き
支
え
ら
れ
て
い
る
。
四
年
間
行
わ
れ

　
る
教
育
実
践
研
究
（
教
育
実
習
を
含
む
）
、
生
活
科
関
連
科
目
や

　
教
育
総
合
演
習
な
ど
、
一
連
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
群
の
存
在

　
が
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
刺
激
し

　
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
い
る
。

⑥
大
学
を
超
え
た
実
践
・
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
二
つ
の
プ
ロ
ジ

□（1）

エ
ク
ト
は
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
年
度
末
に
各
地
の
大
学
教

員
や
学
生
が
参
加
す
る
福
井
実
践
研
究
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で

報
告
・
検
討
さ
れ
る
。

長
期
に
わ
た
る
総
合
学
習
の
展
開
と
そ
の
実
践
分
析

1
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
十
年

探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
十
年
の
全
体
像

　
筆
者
は
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
最
初
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
関
係
で
、
少
し
詳
し
く
十
年
間
の
活
動

紹
介
を
し
て
お
き
た
い
。
　
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
開
始
当
時
の
ね

ら
い
は
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
の
四
月
に
初
め
て
行
っ
た
以

下
の
参
加
者
募
集
チ
ラ
シ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ
て
　
つ
く
り
あ
げ
て
　
〈
な
か
ま
〉
と

味
わ
い
合
っ
た
り
　
ひ
ろ
く
伝
え
た
り
　
け
っ
し
て
楽
じ
ゃ
な
い
け
，

ど
　
だ
か
ら
こ
そ
　
　
『
や
っ
た
ー
”
』
っ
て
　
よ
ろ
こ
び
あ
え
る
よ

う
な
　
そ
ん
な
活
動
　
や
り
た
い
ね
。
」

　
こ
の
短
い
言
葉
の
中
に
、
こ
の
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
精
神

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
活
動
の
意
義
が
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　
「
二
十
一
世
紀
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
／
自
分
た
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ち
自
身
で
考
え
、
話
し
合
い
、
協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
は
願
望
で

し
か
な
か
っ
た
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
問
の
な
か
で
、
よ
り

ゆ
た
か
な
共
同
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
、
期
待
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
／
も
の
ご
と
を
つ
き
つ
め
て
探
求
し
て
い
く
力
。

自
分
の
調
べ
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
を
、
よ
り
多
く

の
人
た
ち
と
分
か
ち
あ
え
る
よ
う
に
表
現
し
て
い
く
力
。
話
し
合
い

協
力
し
て
、
時
間
を
要
し
、
技
を
必
要
と
す
る
活
動
を
創
っ
て
い
く

力
。
そ
し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
を
互
い
に
調
整
し
あ
っ
て
運
営
し
て
い

く
自
治
の
力
。
／
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
新
し
い
共
同
社

会
を
拓
く
た
め
に
、
そ
う
し
た
力
を
つ
ち
か
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」

　
今
ま
で
の
学
習
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
「
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
は
、

短
時
間
で
こ
な
せ
る
形
に
お
膳
立
て
さ
れ
た
課
題
を
数
多
く
、
速
く

正
確
に
こ
な
す
こ
と
に
大
き
な
比
重
が
か
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
形
態
の
学
習
は
、
い
ま
の
べ
た
よ
う
な
力
に
は
つ

な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
力
を
つ
ち
か
う
、
新
し
い
学
び
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
指
摘
し
、
最
後
に
、
次
の
よ
う
な
言

葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
福
井
大
学
で
は
、
附
属
学
校
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
新
し
い
学

び
の
あ
り
か
た
を
求
め
る
共
同
研
究
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
全
国

各
地
の
学
校
で
も
、
新
し
い
学
習
へ
の
意
欲
的
な
実
践
と
研
究
が
す
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す
み
つ
つ
あ
り
、
私
た
ち
も
積
極
的
に
そ
う
し
た
学
校
を
訪
ね
な
が

ら
、
探
求
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。
／
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
う

し
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
実
際
に
福
井
の
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
新
し
い
探
求
の
実
践
と
そ
の
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
」

十
年
間
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
展
開
図
は
前
頁
の
通
り
で
あ
る
。

　
以
下
に
、
各
年
度
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
名
称
と
参
加
し
た
子
ど
も
と

学
生
の
人
数
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
（
一
九
九
五
－
一
九
九
七
年
度

は
大
学
の
公
開
講
座
、
一
九
九
八
年
度
以
降
は
文
部
科
学
省
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
事
業
）
。

一
九
九
五
年
度
（
人
形
劇
・
原
始
人
・
昔
遊
び
・
パ
ン
作
り
・
恐
竜
博
士

・
り
か
工
作
）
子
ど
も
五
十
七
人
、
学
生
十
六
人
。

一
九
九
六
年
度
（
人
形
劇
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
楽
器
づ
く
り
・
生
活
・

科
学
）
子
ど
も
五
十
五
人
、
学
生
十
三
人
。

一
九
九
七
年
度
（
人
形
劇
・
ザ
ワ
ー
ル
ド
・
自
然
・
報
道
）
子
ど
も
六
十

人
、
学
生
二
十
四
人
。

一
九
九
八
年
度
（
人
形
劇
・
ザ
ワ
ー
ル
ド
・
自
然
・
報
道
）
子
ど
も
四
十

四
人
、
学
生
二
十
九
人
。

一
九
九
九
年
度
（
人
形
劇
・
ワ
ー
ル
ド
・
紙
す
き
・
気
球
・
デ
コ
ボ
コ
冒

険
）
子
ど
も
五
十
六
人
、
学
生
四
十
四
人
。

二
〇
〇
〇
年
度
（
人
形
劇
・
も
ぐ
も
ぐ
・
紙
す
き
・
気
球
・
デ
コ
ボ
コ
冒

険
・
歴
史
探
検
）
子
ど
も
七
十
三
人
、
学
生
三
十
六
人
。

二
〇
〇
一
年
度
（
人
形
劇
・
も
ぐ
も
ぐ
・
紙
す
き
・
気
球
・
デ
コ
ボ
コ
冒

険
・
歴
史
探
検
）
子
ど
も
百
七
十
九
人
、
学
生
五
十
三
人
。

二
〇
〇
二
年
度
（
人
形
劇
・
も
ぐ
も
ぐ
・
紙
す
き
・
気
球
・
デ
コ
ボ
コ
冒

険
・
歴
史
探
検
・
F
F
C
）
子
ど
も
二
百
三
十
人
、
学
生
七
十
人
。

二
〇
〇
三
年
度
（
人
形
劇
・
も
ぐ
も
ぐ
・
紙
す
き
・
気
球
・
デ
コ
ボ
コ
冒

険
・
歴
史
探
検
・
F
F
C
）
子
ど
も
二
百
五
十
人
、
学
生
百
二
十
人
。

二
〇
〇
四
年
度
（
人
形
劇
・
も
ぐ
も
ぐ
・
紙
す
き
・
気
球
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
そ
れ
い
け
探
検
隊
・
キ
ャ
ン
プ
工
房
・
歴
史

探
検
・
F
F
C
）
子
ど
も
二
百
五
十
人
、
学
生
百
五
十
人
。

　
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
編
成
で
特
徴
的
な
の
は
、
第
一
に
二
〇
〇
二
年
度

か
ら
障
害
を
も
つ
た
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
F
F
C
（
ふ
れ
あ

い
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
）
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年

度
で
三
年
目
に
入
っ
て
い
る
が
、
当
初
の
ス
タ
ッ
フ
は
障
害
児
教
育

を
専
門
と
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
年
目
の
今
年
は
障

害
児
教
育
の
学
生
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
他
の
様
々
な
専
門
の
学
生

も
参
加
し
て
障
害
を
持
つ
子
ど
も
達
と
触
れ
合
っ
て
い
る
。
第
二
は
、

二
〇
〇
三
年
度
ま
で
デ
コ
ボ
コ
冒
険
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
人
気
の
あ
る
大
規
模
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
子
ど
も
た
ち
一
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人
一
人
の
願
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割

・
再
編
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
そ
れ
い
け
探
検
隊
・
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン

プ
工
房
で
あ
る
。

（2）

十
年
間
の
長
期
に
わ
た
る
活
動
の
実
践
分
析

　
－
探
求
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
践
分
析
1

　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
今
ま
で
、
福
井
大
学
で
共
同
研
究
を
し

　
分
析
の
視
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
て
い
く
過
程
で
、
活
動
を
創
っ
て
い
く
フ
ロ
セ
ス

を
、
発
意
－
構
想
・
構
築
－
実
践
－
省
察
－
発
意
と
い
う
サ
イ
ク
ル

で
み
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。
そ
の
探

究
サ
イ
ク
ル
は
デ
ュ
ー
イ
の
活
動
の
省
察
サ
イ
ク
ル
を
べ
ー
ス
に
し

て
、
新
た
に
構
想
し
た
活
動
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
具
体
的
に
長
野

県
伊
那
小
学
校
の
総
合
学
習
や
、
戦
前
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校

附
属
小
学
校
の
長
期
に
わ
た
る
実
践
、
さ
ら
に
は
福
井
大
学
教
育
地

域
科
学
部
附
属
中
学
校
の
実
践
分
析
な
ど
に
、
こ
の
枠
組
み
を
使
い

な
が
ら
実
践
分
析
を
行
っ
て
き
た
。

　
（
寺
岡
英
男
・
柳
澤
昌
一
・
松
木
健
一
・
森
透
「
学
習
i
教
育
過
程
分

析
の
方
法
論
的
基
礎
研
究
」
『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
十
一
号
、

一
九
九
一
年
。
寺
岡
英
男
・
柳
澤
昌
一
・
流
真
名
美
「
学
習
過
程
に
お
け

る
認
識
発
展
と
〈
追
究
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
成
〉
の
展
開
」
　
『
福

井
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
十
六
号
、
一
九
九
三
年
。
森
透
「
長
期
に

わ
た
る
総
合
学
習
実
践
の
分
析
」
　
『
教
育
方
法
学
研
究
』
第
二
十
五
巻
、

一
九
九
九
年
。
寺
岡
英
男
・
柳
澤
昌
一
・
松
木
健
一
・
氏
家
靖
浩
・
森
透

「
教
育
改
革
－
教
師
教
育
改
革
と
学
校
－
大
学
の
共
同
研
究
の
展
開
」

『
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
』
第
五
十
五
号
、
一
九
九
九
年
。
福

井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
附
属
中
学
校
研
究
会
『
探
究
・
創
造
・
表
現
す

る
総
合
的
な
学
習
（
学
び
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
）
』
東
洋
館
出
版
社
、
一

九
九
九
年
、
同
中
学
校
『
中
学
校
を
創
る
1
探
究
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

へ
』
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
な
ど
）
。

　
こ
こ
で
は
、
最
近
翻
訳
が
出
さ
れ
た
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
　
（
翔
泳
社
、
二
〇
〇
二
年
）
で
展
開
さ
れ
て
い
る

学
習
論
を
手
が
か
り
に
、
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

実
践
分
析
を
考
え
て
み
た
い
。
本
書
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ス
ク
ー
ル
の
出
版
本
の
一
つ
で
、
著
者
は
ジ
ー
ン
・
レ
イ
ブ
と
の

共
著
で
有
名
な
『
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
学
習
』
　
（
産
業
図
書
、
一

九
九
三
年
）
を
書
い
た
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ウ
エ
ン
ガ
ー
と
、
リ
チ
ャ

！
ド
・
マ
ク
ダ
ー
モ
ッ
ト
お
よ
び
ウ
イ
リ
ア
ム
・
M
・
ス
ナ
イ
ダ
ー

の
三
人
に
よ
る
共
同
作
品
で
あ
る
。
本
書
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
オ
ブ

・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
9
ヨ
ヨ
琶
昌
亀
℃
轟
呂
8
）
と
い
う
用
語
は
、

前
述
し
た
『
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
学
習
』
に
出
て
く
る
造
語
で
あ

る
。
ウ
エ
ン
ガ
ー
は
、
本
書
の
著
者
紹
介
に
よ
れ
ば
、
独
立
コ
ン
サ
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ル
タ
ン
ト
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
研
究

の
パ
イ
オ
ニ
ァ
で
あ
り
、
こ
の
分
野
の
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

彼
の
研
究
は
理
論
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
も
、
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
し
た
り
、
学
習
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
問
の
相
乗
作
用
を
活
用
す
る
ナ
レ
ッ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
実
際
に
推
進
し
て
い
る
。
本
書
は
出
版
元
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
企
業
に
お
け
る
実
践
的
な
学
習
、
知
的
探
究
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
生
成
・
発
展
を
理
論
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
校
教
育
で
も

こ
の
考
え
方
は
大
変
参
考
に
な
り
刺
激
的
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
容
を
必
要
な
限
り
で
紹
介
す
る
と
、
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
は
、
　
「
あ
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
関
心
や
問
題
、
熱
意
な
ど
を
共

有
し
、
そ
の
分
野
の
知
識
や
技
能
を
、
持
続
的
な
相
互
交
流
を
通
じ

て
深
め
て
い
く
集
団
」
で
あ
り
（
同
書
三
三
頁
）
、
ま
た
、
歴
史
的
に

は
「
人
類
が
洞
窟
に
住
み
、
た
き
火
の
周
り
に
集
い
、
獲
物
を
追
い

つ
め
る
作
戦
や
矢
じ
り
の
形
や
食
用
に
適
す
る
草
の
根
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
た
太
古
の
昔
か
ら
続
く
、
人
類
初
の
知
識
を
核
と
し
た

社
会
的
枠
組
」
で
あ
る
と
い
う
（
同
書
三
四
頁
）
。
そ
し
て
、
　
「
だ
れ

も
が
職
場
や
学
校
、
家
庭
や
趣
味
な
ど
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か
の
実

践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
し
て
い
る
。
名
前
の
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

名
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
　
（
中
略
）
ど
ん
な
形
で
参
加
し
て
い
る
に

せ
よ
、
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
所
属
す
る
こ
と
が
ど
ん
な
こ
と
な
の

か
、
た
い
て
い
の
人
が
よ
く
知
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
（
同
書
三

五
頁
）
。
し
か
し
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
突
然
そ
れ
に
目
を
向
け
る
の
か
。

そ
れ
は
「
よ
り
意
図
的
か
つ
系
統
的
に
知
識
を
経
営
に
活
か
す
こ
と
、

つ
ま
り
古
来
の
仕
組
み
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
新
し
く
中
枢
的
な
役
割
を

担
わ
せ
る
こ
と
が
組
織
に
と
っ
て
必
要
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」
で
あ

る
（
同
書
三
五
頁
）
。
そ
し
て
本
書
は
そ
の
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

成
す
る
必
要
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
　
「
組
織
は
メ
ン
バ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
だ
け
で
な
く
、
組
織
自
身
の
た
め
に
も
、
実
践
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
積
極
的
か
つ
体
系
的
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

主
張
さ
れ
て
い
る
（
同
書
四
四
頁
）
。

　
実
践
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
の
発
展
段
階
に
つ
い
て
、
　
「
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

は
他
の
生
き
物
と
同
じ
よ
う
に
、
完
成
し
た
状
態
で
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
く
、
誕
生
、
成
長
、
死
、
と
い
う
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
経

験
す
る
」
　
（
同
書
二
五
頁
）
と
し
て
、
五
つ
の
段
階
を
提
起
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
　
「
潜
在
、
結
託
、
成
熟
、
維
持
・
向
上
、
変
容
」

で
あ
り
（
同
前
）
、
「
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
将
来
的
に
結
び
つ
き

を
強
め
、
組
織
の
よ
り
重
要
な
一
部
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
、
緩

や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。
メ
ン
バ
ー
は

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
く
う
ち
に
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
ま

と
ま
る
よ
う
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
一
旦
成
立
す
る
と
、
通
常

は
メ
ン
バ
ー
の
人
数
と
メ
ン
バ
ー
が
共
有
す
る
知
識
の
深
さ
の
両
面
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で
、
成
長
し
て
い
く
。
成
熟
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
他
の
生
き
物

と
同
様
、
活
動
レ
ベ
ル
が
周
期
的
に
上
下
す
る
。
こ
の
段
階
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
、
共
有
す
る
知
識
や
実
践
を
積
極
的
に
世
話
し
、
意
識

的
に
作
り
出
す
こ
と
が
多
い
」
　
（
同
書
二
六
頁
）
と
い
う
。
た
だ

し
、
こ
の
発
展
段
階
の
モ
デ
ル
は
「
あ
ま
り
杓
子
定
規
に
考
え
て
は

い
け
な
い
」
　
（
同
書
一
一
七
頁
）
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
様
々
な
発

展
段
階
の
あ
り
様
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
五
十
歳
で
青
春
を
謳
歌
す
る
人
や
、
過
酷
な
環
境
の
下
で
早
く

大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
っ
て
発
展
段
階
は
大
き
く
異
な
る
。
あ
る
段
階
を
急
ぎ
足
で
通
過

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
れ
ば
、
同
じ
段
階
に
長
い
時
問
を
か
け
る

も
の
も
あ
る
。
あ
る
段
階
を
飛
ば
し
て
進
み
、
後
か
ら
初
期
の
問
題

に
取
り
組
む
た
め
に
そ
の
段
階
に
立
ち
戻
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
れ

ば
、
緊
張
関
係
に
決
着
を
つ
け
ら
れ
ず
、
複
数
の
段
階
の
緊
張
関
係

に
同
時
に
苦
し
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
最
後
の
段
階
ま
で
た
ど
り

着
か
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
れ
ば
、
第
二
、
第
三
段
階
で
能
力
的

な
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も
の
も
あ
る
。
」
（
同
書
一
一
七
i
一
一
八
頁
）

　
以
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
段
階
の
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
つ

つ
、
以
下
で
は
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
十
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
が
、
全
体
的
に
荒
削
り
で
あ
り
、
必
ず
し
も
発
展
段
階
が

精
緻
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
一
つ
の
試
論
と
し
て
考

察
を
す
す
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
は
報
告
書
『
共
同
探
求
者

　
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
育
む
プ
ロ
セ
ス
　
三
－
子
ど
も

　
十
年
間
の
展
開
と
そ
の
省
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
と
の
長
期
に
わ
た
る
活
動
か

ら
見
え
て
く
る
探
求
的
学
び
ー
』
　
（
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部

総
合
学
習
研
究
　
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
○
〇
三
年
活
動
報
告
書
、

二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
、
以
下
『
報
告
書
』
と
い
う
）
を
手
が
か
り

に
省
察
し
て
み
た
い
。

　
『
報
告
書
』
は
第
N
章
で
「
捉
え
直
し
積
み
重
ね
て
い
く
探
求
活

動
－
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
年
間
の
あ
ゆ
み
ー
」
と
し
て
、
探
求
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
九
年
間
の
歩
み
の
省
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
九

つ
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
報
告
の
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

九
年
間
（
F
F
C
は
二
年
間
）
の
歩
み
が
省
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
み
な
が
ら
、
九
年
間
の
歩
み
及
び
二
〇
〇
四
年
度
も
含
め
れ
ば

十
年
間
の
歩
み
を
考
え
て
み
た
い
。

　
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
始
ま
る
前
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な

実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
　
『
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
　
「
教
育
学

・
教
育
心
理
学
・
教
科
教
育
学
等
の
ス
タ
ッ
フ
や
学
生
約
三
十
人
か

ら
な
る
『
学
習
過
程
研
究
』
と
い
う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
一
九
九
〇
年
～

九
五
年
ま
で
行
っ
て
い
」
て
、
そ
の
ゼ
ミ
で
は
福
井
大
学
附
属
小
学

校
の
実
践
に
継
続
的
に
参
加
し
な
が
ら
と
も
に
授
業
を
作
り
上
げ
て
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い
く
取
組
み
を
し
た
り
、
長
野
県
伊
那
市
立
伊
那
小
学
校
の
実
践
記

録
を
読
み
あ
っ
た
り
し
て
、
　
「
学
習
過
程
の
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
形

成
・
構
築
し
て
い
く
こ
と
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
そ
し
て
「
当
初

の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
寺
岡
、
森
、
柳
澤
」
は
、
学
校
五
日
制
の
実

施
を
契
機
に
、
　
「
授
業
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
探
求
的
か
つ
継
続
的

な
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
、
一
九
九
五
年
に
探
求
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
た
と
あ
る
（
同
書
三
八
○
頁
）
。
こ
の
段
階
は

「
潜
在
」
の
時
期
と
い
え
る
。

　
『
報
告
書
』
で
は
、
九
年
間
の
歴
史
が
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分

け
ら
れ
て
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
期
は
、
初
年
度
の
一
九
九
五
ー
一

九
九
七
年
度
の
三
年
間
で
、
　
「
ス
タ
ッ
フ
が
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
か
を
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る

時
期
」
　
（
同
書
三
八
O
頁
）
で
あ
り
、
前
述
し
た
五
段
階
で
い
え
ば

「
潜
在
」
の
時
期
と
い
え
る
。
コ
年
目
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
、

二
年
目
に
入
っ
て
来
た
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
し
、
さ
ら
に
二
年
目
を
経

験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
三
年
目
に
入
っ
て
来
た
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
し
、

こ
の
三
年
間
で
、
よ
う
や
く
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
学
年
層
」
が
で

き
た
時
期
で
あ
る
（
同
前
）
。
し
か
し
活
動
は
困
難
を
極
め
、
二
年
目

に
持
ち
越
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
わ
ず
か
二
名
で
あ
っ
た
。
二
年
目
の
活

動
の
最
後
の
振
り
返
り
の
サ
イ
ク
ル
で
、
　
「
展
開
の
吟
味
や
ス
タ
ッ

フ
体
制
の
問
題
な
ど
を
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
年
の

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
ス
タ
ッ
フ
が
多
か
っ
た

こ
と
で
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
三
年
目
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
」

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
　
「
三
年
目
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
活
動
や
経
験
が
記
録
化
さ
れ
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
共

有
し
な
が
ら
そ
れ
を
基
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
体
制
が
確

立
さ
れ
」
、
「
四
年
目
以
降
の
活
動
が
よ
り
安
定
性
が
あ
り
且
つ
発
展

性
の
あ
る
も
の
」
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
同
前
）
。

　
第
二
期
は
、
一
九
九
八
－
一
九
九
九
年
度
の
二
年
間
で
、
　
「
世
代

交
代
の
時
期
」
　
（
同
書
三
八
一
頁
）
で
、
　
「
結
託
」
の
段
階
と
い
え

る
。
四
年
目
に
な
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
は
「
三
年
間
の
蓄
積
に
よ
っ
て

活
動
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
力
量
を
持
っ
た
」
メ
ン
バ
ー
が
増
え

た
が
、
同
時
に
「
そ
れ
ま
で
中
心
と
な
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
や
め

た
り
、
あ
る
い
は
裏
方
に
退
い
た
り
」
と
世
代
交
代
が
行
わ
れ
た
（
同

前
）
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
コ
年
目
か
ら
や
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
が
や
め
、
参
加
一
・
二
年
目
の
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
的
・
自
主
的
な
学
び
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
振
り

出
し
に
戻
っ
た
」
と
あ
る
（
同
前
）
。
そ
の
よ
う
な
困
難
な
時
期
で
あ

っ
た
が
、
　
「
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
活
動
や
経
験
の
蓄
積
が
そ

れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
を
通
じ
て
新
し
く
入
っ
て
き
た
人

た
ち
と
共
有
し
な
が
ら
受
け
継
が
れ
」
た
時
期
と
い
え
る
（
同
前
）
。

こ
の
年
よ
り
「
ミ
ニ
な
か
ま
つ
り
」
が
実
施
さ
れ
、
第
一
サ
イ
ク
ル
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の
ま
と
め
を
意
識
し
た
活
動
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
単
位
で

活
動
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

ま
た
一
九
九
八
年
か
ら
は
手
書
き
の
機
関
誌
『
わ
ー
い
』
を
全
て
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
『
わ
ー
い
』
へ
と
編
集
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
第
三
期
は
、
二
〇
〇
〇
1
二
〇
〇
三
年
度
の
四
年
間
で
、
　
「
規
模

の
拡
大
の
時
期
」
（
同
前
）
で
あ
り
、
「
成
熟
」
の
段
階
と
い
え
る
。

子
ど
も
た
ち
の
人
数
も
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
も
飛
躍
的
に
増
加
し
た
時

期
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
度
が
子
ど
も
五
十
六
人
、
ス
タ
ッ
フ
四
十

四
人
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
子
ど
も
七
十
三
人
、
ス
タ
ッ

フ
三
十
六
人
、
二
〇
〇
一
年
度
子
ど
も
百
七
十
九
人
、
ス
タ
ッ
フ
五

十
三
人
、
二
〇
〇
二
年
度
子
ど
も
二
百
三
十
人
、
ス
タ
ッ
フ
七
十
人
、

二
〇
〇
三
年
度
子
ど
も
二
百
五
十
人
、
ス
タ
ッ
フ
百
二
十
人
、
二
〇

〇
四
年
度
子
ど
も
二
百
五
十
人
、
ス
タ
ッ
フ
百
六
十
人
と
い
う
規
模

で
あ
っ
た
。
人
数
が
多
く
な
る
と
、
日
常
的
な
運
営
会
議
の
持
ち
方

も
工
夫
が
い
る
。
二
〇
〇
一
年
度
ま
で
は
一
つ
の
部
屋
で
ス
タ
ッ
フ

の
全
体
会
を
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
は
二
つ
の
部
屋
に

三
ブ
ロ
ッ
ク
を
分
け
て
組
み
合
わ
せ
た
り
、
定
期
的
に
大
講
義
室
で

活
動
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
し
た
。
係
活
動
も
一
九

九
九
年
度
ま
で
は
「
運
営
係
」
　
「
会
計
係
」
　
「
通
信
係
」
の
三
つ
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
「
通
信
係
」
が
「
わ
ー
い
係
」

と
「
広
報
係
」
に
分
れ
、
新
た
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
係
」
も
含
め

て
、
五
つ
の
係
体
制
（
「
運
営
係
」
　
「
会
計
係
」
　
「
わ
ー
い
係
」
　
「
広

報
係
」
　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
係
」
）
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一

年
度
か
ら
は
三
月
に
、
他
大
学
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
の
取
り
組

み
や
実
践
者
を
招
き
実
践
を
紹
介
し
あ
い
実
践
を
語
り
合
う
場
を
設

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
　
『
報
告
書
』
と
い
う
も
の
を
ま
と

め
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
は
障
害
児
を
対
象
と

し
た
探
求
活
動
ブ
ロ
ッ
ク
「
ふ
れ
あ
い
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
」
　
（
F
F

C
）
も
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
（
以
上
、
同
書
三
八
一
頁
）
。

　
第
四
期
の
二
〇
〇
四
年
度
以
降
は
「
維
持
・
向
上
」
や
「
変
容
」

を
迎
え
る
時
期
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
ど
の
よ
う
な
形
態
と
な
っ
て
活
動
が
展
開
す
る
の
か
、
全
く
別
の

形
で
新
た
に
再
出
発
す
る
の
か
ど
う
か
は
予
測
が
難
し
い
が
、
現
在

大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
（
一

－
二
年
生
対
象
の
選
択
授
業
「
総
合
学
習
研
究
」
及
び
「
学
習
過
程

研
究
」
ほ
か
）
、
今
後
ま
す
ま
す
実
践
的
な
教
員
養
成
の
あ
り
方
が
鋭

く
問
わ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
　
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
よ
う
な

活
動
が
全
国
の
教
員
養
成
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
は
ま
ち
が

い
が
な
い
だ
ろ
う
。

□

お

わ

り

に

二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
文
部
科
学
省
の
意
向
と
し
て
、
教
員
養
成
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に
お
け
る
専
門
職
大
学
院
の
設
置
や
、
学
部
四
年
間
と
大
学
院
二
年

間
を
つ
な
ぐ
六
年
一
貫
に
よ
る
実
践
的
力
量
形
成
を
め
ざ
す
教
員
養

成
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
実
施
に
移
す
と
い
う
動
向
が
顕
著
で
あ
る
。

「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
四
年
間
の
学
部
生
の
実
践
的
力
量
形
成

の
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
学
院
で
は
学
校
現
場
と
「
探
求
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
院
生
に
求

め
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
　
「
探
求

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
県
内
の
多
く
の
小
学
校
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
て
い
る
が
、
直
接
参
加
し
て
い
る
学
校
と
連
携
し
て
活
動
を

行
っ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
学
生
た
ち
に
自
分
の
発
想
で
自
由
に
構

想
・
実
践
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
教
育
実
習
も
全
く
経
験
し
て
い
な

い
一
年
生
か
ら
子
ど
も
達
と
長
期
に
わ
た
っ
て
か
か
わ
り
な
が
ら
、

活
動
を
組
み
立
て
て
い
く
難
し
さ
と
面
白
さ
を
経
験
し
て
い
る
。
学

生
た
ち
が
こ
れ
ら
の
体
験
を
四
年
間
積
み
重
ね
、
大
学
院
へ
進
め
ば

学
校
現
場
の
総
合
学
習
な
ど
へ
も
視
野
を
広
げ
な
が
ら
、
大
学
と
学

校
と
の
内
実
を
伴
っ
た
協
働
の
あ
り
方
を
模
索
し
実
践
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
継
続
し
て
議
論

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

期
に
わ
た
る
活
動
か
ら
見
え
て
く
る
探
求
的
学
び
ー
』
　
（
福
井
大
学
教
育

地
域
科
学
部
総
合
学
習
研
究
探
求
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
○
〇
三
年
活

動
報
告
書
　
二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
、
全
三
八
五
頁
）
こ
れ
は
二
〇
〇
三

年
度
の
一
年
間
の
活
動
を
学
生
た
ち
主
体
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

＊
森
透
・
寺
岡
英
男
・
柳
澤
昌
一
「
小
・
中
学
生
と
学
生
と
の
探
究
活
動

と
そ
の
省
察
」
　
『
福
井
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
〇
三

年＊
森
透
・
寺
岡
英
男
・
柳
澤
昌
一
「
長
期
に
わ
た
る
総
合
学
習
の
展
開
と

そ
の
実
践
分
析
」
　
『
福
井
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇

四
年

（
注
記
）

　
福
井
大
学
の
C
O
L
の
申
請
代
表
者
は
、
同
僚
の
松
木
健
一
（
教
育
心

理
学
）
で
、
本
稿
は
同
氏
の
提
案
文
書
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

謝
意
を
表
す
る
。
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〈
参
考
文
献
〉

＊
報
告
書
『
共
同
探
求
者
を
育
む
プ
ロ
セ
ス

三
－
子
ど
も
た
ち
と
の
長


